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不登校の実態



2025年度9月議会 一般質問

国保税の引き上げ

この10年で3倍



人



国の不登校対策



2016年 教育機会確保法 制定

義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律

 不登校児童生徒が行う多様な学習活動の実情を踏まえ、

個々の不登校児童生徒の状況に応じた必要な支援が行わ

れるようにすること。

 不登校児童生徒が安心して教育を十分に受けられるよう、

学校における環境の整備が図られるようにすること。



2023年

文部科学省





しかし！

「教育機会確保法」ができて10年

不登校の児童生徒は

減るどころか増えている

それはなぜ？



基本理念やポイントと異なる要素が

「教育機会確保法」にあり、

その方向での取り組みが学校でなされ

ているのではないか？

3つの問題点



問題点① 不登校の児童生徒の捉え方

不登校児童生徒…相当の期間学校を欠席する児童

生徒であって、学校における集団の生活に関する心

理的な負担その他の事由のために就学が困難であ

る状況として文部科学大臣が定める状況にあると

認められるものをいう。（「教育機会確保法」第2条第3項）



「就学が困難な状況」 文科省の考え方

病気または経済的な理由を除く

「何らかの①心理的、②情緒的、③身体的

若しくは④社会的要因又は背景によって、

児童生徒が出席しない又はすることができない状況」

①～③は本人の問題。個人的事情



問題点② 不登校への対応

不登校児童生徒の「学習活動の状況」を継続的に把

握することを国や自治体に求める

（「教育機会確保法」第12条）

不登校児童生徒に対して「勉強していますか？何をど

のくらいやってますか」と電話したり訪問することが

先生に義務づけられている→教育委員会に報告



問題点③ 休養について

第13条 国及び地方公共団体は、不登校児童生徒が学校以外の場におい

て行う多様で適切な学習活動の重要性に鑑み、個々の不登校児童生徒の休

養の必要性を踏まえ、当該不登校児童生徒の状況に応じた学習活動が行わ

れることとなるよう、当該不登校児童生徒及びその保護者に対する必要な

情報の提供、助言その他の支援を行うために必要な措置を講ずるものとす

る。

学習がメインで休養は付け足し



不登校児童生徒への支援は、

「学校に登校する」という結果のみを目標にする

のではない、

不登校の時期が休養や自分を見つめ直す等の

積極的な意味を持つことがある

という大変重要な見地が後景に



不登校は
なぜ増えたのか

子どもたちを取り巻く4つの変化



① 忙しすぎる学校



 小学校4年生以上 毎日6時間

 1977年 年間 1015コマ（35週）

 １コマ（45分）

 2017年～ 年間 1015コマ

 同じ？ 週休2日への移行

授業と授業の間の休み時間 10分→5分



② 全国学力テストによる競争の激化



府中町は
小学校 広島県の平均が国語が69点、算数64点

府中町はそれより各々5点多くする。

中学校 広島県の平均が国語が58点、算数52点

府中町はそれより各々3点多くする。

「令和6年度教育委員会事務点検・評価報告書」

このように目標設定

県は全国平均より上をめざし、府中町はさらにその上をめざせと目標

を立てる。

それは当然、町内の学校に対してプレッシャーとなる。

競争が過熱するのは当然。



③ 教員の多忙化

長時間労働が止まらず、うつ病など

精神性疾患で病休となる人が急増

公立の小中学校では平日に平均約11時間半働き

(持ち帰り残業含む)、休憩はわずか数分で、土日の

出勤もある



④ 規律で押さえつける

教育基本法が2016年に「改正」され、第6条に「教

育を受ける者が、学校生活を営む上で必要な規律を

重んずる」という文言が入る。

「教育を受ける者」とは児童生徒のこと。

規律を重んじることを子どもたちの責務、義務とし

て明記した。



2015年12月、府中緑ケ丘中学校3年のAくんが誤った万引き記録による

生徒指導が原因となり、自ら命を絶った。

発端は、2015年11月に行われた進路に関する生徒指導だった。

Aくんは第一志望が公立高、第二志望は私立高。

私立は「専願受験」を希望。
中1の時に万引きをしたという記録があり、それを理由として専願は認めら
れなかった。
しかし、その記録は誤りだった

府中町 痛苦の経験
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不登校と「心の傷」



学校以外の場なら「学べる」し「学びたい」と思う不登

校の子どもたちもいます。

しかし、頑張っても家から外に出られないし、勉強ど

ころではない子どもたちもいます。

子どもたちは苦しんでいる。

私たち大人は、このことを一番に考えなくてはならな

い。



不登校は、心が傷つき

休息が必要な状態

不登校とは、学校や家庭あるいは社会の

有害要因（ストレッサー）に晒されてでき

る「心の傷」による苦痛の表れであり、そ

の苦痛に耐えかねて「心の傷」を癒すため

に、今日の社会においては最後の拠り所

である家庭に助けを求めている状態。

広木克行 神戸大学名誉教授



不登校は本人の怠けでも

親の甘やかしでもない



不登校と自殺
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子どもたちが安心できる居場所を



図書館に届いたメール

図書館という静かな空間は、ただぼんやり静かに座ってい

るだけでも傷ついている人にはこれほど癒される場所は

ない。

具体的に子どもたちを助けたりすることができなくても、

風雨や暑さ、寒さから守られて、一日中そこにいても誰か

らも責められずに、ここにいてもいいんだよと、見守っても

らえる場所だったとしたら、大人にとっても、子供にとって

も大きな救いです。



図書館は子どもの心の傷を癒やすのに最適な場所なの

だと思います。当町には図書館以外にも2つの公民館、

2つの児童センターがあり、「一日中そこにいても誰から

も責められずに、ここにいてもいいんだよと、見守って

もらえる場所」になりうると思うのです。

「学校に行かれない」児童生徒を温かく迎え入れ、包み

込む教育行政、福祉行政が進むことを期待して私の質

問を終わります。

質問は、こう締めくくった



ご清聴ありがとうございました。


